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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

ためこみ症（HD）について先行研究では、早期発症、慢性的な経過、家族性、未婚率の

高さ、および他の精神疾患の併存率の高さ、といった臨床的特徴が報告されている。し

かしながら、日本人HD患者を対象とした臨床研究は非常に限られている。その結果、日

本ではHDの認知度が低く、日本人HD患者の評価と治療が不十分となっている。 

 本研究は、日本人HD患者の臨床的特徴を明確にすることを目的とし、30名のHD患者、

20名の強迫症（OCD）患者、21名の健常対照者（NC）を対象とした。 

 HD群はOCD群と比較して、より家族性が高く、発症が早期で、罹病期間が長い傾向を

認めた。さらに、HD群はNC群よりも、有意に高い未婚率を示した。HD群における上位

2つの併存症は、うつ病（56.7%）と注意欠如・多動症（26.7%）であった。HD群は他の2

群と比較して、ためこみ評価尺度の得点が有意に高く、機能の全体的評定尺度の得点が

有意に低かった。 

 本研究は、日本人HD患者が様々な国における先行研究と同様の臨床傾向を持つことを

示しており、HDが一貫した臨床症状を持つ各国共通の疾患である可能性を示唆している。 

以上の成績はこの方面の研究に知見を加えた意義あるものと考えられる。本論文につ

いての試験ではまず、共著者が10名を超えることから、申請者が主体的な役割を果たし

ていることを確認した。次に、論文の研究目的、方法、結果などについて説明を求め、

各調査委員より専門的な観点から論文内容及びこれに関連した事項について種々質問を

行い、おおむね満足すべき回答を得た。よって調査委員合議の結果、試験は合格と決定

した。 


